
日本心理学会第 86 回大会（2022，9/9-11 日本大学文理学部） 

公募シンポジウム  録画オンデマンド 

 

題目：現象学から始まる心理学史と心の哲学史 

English title: History of psychology and the philosophy of mind, beginning from phenomenology 

 

企画趣旨：現象学は長らく哲学として研究されてきたが、元々19 世紀のブレンターノによって心理学方

法論として出発し、今世紀に入り心理学へと還帰しつつあるような流れも見える。本シンポジウムは第

83 回大会準備委員会公開シンポジウム「心理学と現象学―その関係の過去・現在・未来」、第 85 回大会

公募シンポジウム「心理学と現象学の新たな対話」を受け、目下進行中の出版プロジェクトの執筆者の

中、哲学研究者 2 名を話題提供に招聘して、心理学と現象学の歴史的関係を探る。企画代表者（渡辺）

による心理学と現象学の関係の通史的概観に続き、村田が 19 世紀末の歴史的状況を考慮に入れながら、

心理学と現象学の創始者たち（ヴント、ブレンターノ、フッサール）を統合的に理解する途を拓く。続

いて長滝が、心の哲学と心理学の展開と絡み合いについて、内観を巡る論争に焦点を当てて描き出す。

田中は、意識をめぐる現代の神経科学研究および心脳問題と現象学の関係について論じる。境が実験現

象学的アプローチによる知覚の現場研究者としての立場から指定討論にあたる。 

 

 

企画代表者 

・渡辺恒夫 Watanabe Tsuneo（東邦大学 Toho University）140032 

企画者   

・田中彰吾 Tanaka Shogo（東海大学 Tokai University）060166 

司会者   

・渡辺恒夫 Watanabe Tsuneo（東邦大学 Toho University） 

・田中彰吾 Tanaka Shogo（東海大学 Tokai University） 

話題提供者 

・村田純一 Murata Junichi（東京大学 Tokyo University）非会員 

・長滝祥司  Nagataki Shoji（中京大学 Chukyo University）非会員 

・田中彰吾 Tanaka Shogo（東海大学 Tokai University） 

指定討論者 

・境敦史 Sakai Atsushi（明星大学 Meisei University）会員番号 875519 


